
2024年度 三重県
数学

kmkm



只 与式 ==42
mm

(に ) 与式 = 9 , c - .C
= 05 x
mm

( 3) よ 式 = - 7x
miw

(4 ) { 4x - 5 y
= 7 ー ①

2 x ← 3 y = - 2②

① - ②× 2 より
4 x - 5 y = 7

- ) 4 x t 6 y = - 4

- いは = い

y = - 1

y = 1 を ② に 代入 して
2x + 3 × (- 1 ) = - 2

2x = 1

1

:. x = ュ

,
よ
.て x = き
～



( 5 ) 与 式 = (x + 9 (x- 4 ) ～
n～

( 6) 解 の 公式 より
- 5 ± √5 - 4 × 2 × ( -1 )

x =

2 × 2

- 5 ± √35
ニ

4
～

( 7) ( 20 を 素因数分解 すると
120 = 2 × 3 × 5

120 n が 整数 の 2 乗 となるには
12On = ( )

R

になれば 良 いよっとて
120 n = 23 × 3 × 5 tn

m

山
= 23 x 3 × 5 × 2 × 3 x5
～

= 24 x 3
'

, 52

= (2 ×3
～の

よ
, て n = 2 × 3 x 5 =烈



(8 ) ム y

* :λ感
の 変域s
《 = 2 n 2 i

Y =②
=

10

｡x = 4 のとき
> x

必 y =0 = 5

x の 変域

よて Y の 変域 は 5～～

19) 四分位範国囲 = 第 3四分位数 - 第 1 四分位数
= 22 - 14
= 8 点
m

(10) 正 n 角形 の 内角 の 和 は 180 × ( n -2) より
正 十 角 形 の 内角 の 和 は

180 × ( 10 - 2 ) = 180 × 8
= 1 4400

よって 1 つの 内角 の 大 きさは

1440
"

÷ 10 =14
~

し (い ) 底面 の 円周 の 長さは⑩ 5 × 2 × Tπ = 10 π

側面 のおうぎ 形 の 中心角 を

x とすると ,弧 の 長 さは

.⑤
8 × 2 × π ×= 36 ④T

π
xx

.



底面 の 同 周 の 長 さと側面 のおうぎ形 の弧 の

長 さは 等 しから

IO π= × x

: ∴x = 1 O π ×

16π
0

= 225
mm

?

( 12 )
の 点 A は 円 O に 接 する

.
ので A を通 り OA

③ に 垂直 な線 を描 く
､

⑧×(
'

: ②
.

OP = BP より 線分
0
β… … …

… B
OB の 垂直 =等分線を

②
描 く

乂 ③ ① c ② の 交点 が PP

回
( 1 ) はなこさんのヒストグラムより

0 ～ 3 : 3 人

3 ～ 6 . 4人

6 ～ 9 : 3人

よて 6 回以上 9 回未満 の 階級までの 累積度数は
3 + 4 + 3 = 10km



(2) たろうさんのヒストグラムより
0 回 以上 10 回 未満 : 12.

また () より
0 回以 上 9回未満 :…

0回 ～ 9回
ー
0 0 7 o o 0 0 o 0 0 0 0

ー
0 回 ～ 8回 9回

よって 9 回 の 生徒の 人数は12- 10 = 2点

⑪
( ) 樹形国 は 以下 の 通 り

かすぎよこ かすぎよに かすギ
､ よに

×
l 劼

×
1 0

×
L 0

ー
3 X 3 0 3 0

ー ー2 ー 6 X
4ー｡ X

5ー 6 X.
8 X ) X ) X

かすぎよこ かすギぎ
､ よに

×
1 劼

×
10

ー
3 劼 る 0

ー7 ～｡ 0
9 ～60)

X
\

8 .

よて 求 める 確率は⑪= 遊



(2) かずきさんとよにさんの 勝 つ確率 が 等 しい

ので 2 人 の 確率 はおのおの
世
20

となれば 良い

( ∵ )
｢
9
｣ を 渡 したとき

､

かすぎ
､ よに かすぎよに かすぎ よに

l 邰 I 0 l 0

× 3 X × 3 0 × 3 0
ー ー2± 6 X
4～ 6 *

5ー 6 X\ 8 X \ 8 X ) X
\

9 X

\
9 X

\
a Xかすぎよに かすぎよに

1 劼 1
劼× 3 邰 ×ー

\ 段7 ～ 6 0
9

0\ 8 X
\

8 .

9 X

樹形国 からかずきさんの 勝 つ確率は

上
…

2⑪ になる必要 がある
20

となり 不適



( i ; )
｢
ワ｣ を 渡 したとき

､

かすぎよに かすぎよに かすぎよに
l 劼 1 0 L 0

× 3 X × 3 0 × 3 0
ー

ー ー2 ー｡ X
4～｡ X

5ー｡ X\ ワ X ワ X
\
. X

8 X ) X ) X

かすぎよに かすぎよに
L 0 1

0× る □ × 3 0
ーメ \
. 0

7士｡ 0
9 ー｡ 0)

X
\

8 .

樹形国 からかずきさんの 勝 つ確率は
皿
20

となり適 する
｡
よ
｡ て品 の 玉 を 渡 した

思
① A組 の 生徒 の 人数 は x 人 でりんごは 3個ずつ

配ると 7 個余 たのでりんごの 個数 は
3 x t 7
mm

② みかんは 5個 ずっ 配 ると 3 個 たりな … ので

みかんの個数は
5x - 3
mm



③ りんごの 個数 を x 個 とするとりんごは 3 個ずっ

配 ると 7個余 たので 生徒 の 人数 は

x - 7 ) ÷ 3 - 崎
m

④ みかんの 個数 を 2個 とするとみかんは 5個ずっ
配 ると 3個 たりないので 生徒 の 人数 は

(Y +3 ) ÷ 5=
m

(2 ) のぞみさんの 考 え 方 より

x t は = 140 ー ①{ = ー②
②× 15 より

5 (x - . 7 ) 3 ( y + 3 )
5 x- 35 = 3 y + 9
② 5 x - 3 y = 44 ー③

① × 3 t ③ より
3x t 3 y = 420

+ ) 5x - 3 y = 44

8x = 464
:
. x =58



x = 58 を ① に 代入 して

58 t y = 140
:
. y = 82

また , A 組 の 生徒数 はに x = 58 を 代入 して

: 芩
= 17

以上 より
A 組 の 生徒い 7 人
～～

いんご 58個
～

みかん82個～
～

⑤
( ) 点 A は Y = ま x 上

にあり x = - 6 なので

y = B × 56 )
:

= 12 ∴ . A( -
6

, 12
)～～

(2 ) 2点 B は Y = x 上 に

あり x = 3 なので

Y = B × 32 = 3

6 .
.

B ( 3
,
3)

mmm



直線AB の 式 を Y = Ax tb とお ( と
,
A (- 6 12 ) .

B ( 3
,
3 ) を通 るから
12 = - 6 a tb ーの

- 3 = 3atー②
9 =

- 9 a
<
, a =- 1

a = 1 を ②に 代入 して
3 = 3 × ( - 1 )tb ⇒b = 6

よ｡ て 直線 AB の 切 今 は 6 であるこの 切版 を C とおく

と

O OAB = ZOAC + OOBC

= 上 x 6 × 6 tI × 6 × 3

= 18 + 9
= 27cmmm

(3 )

点 BEx軸 について 対称称
な 点 を B 1 とする ｡

このとき

B
'

の 座標 は ( 3-3 ) である
BP = B ' P より APTBPが

最 小 となるには APtBIP

(3 , 3 )
が最小 になれば 良 く
このときの P は 迫線 AB

'B
1
(
3,- 3 )

と x軸 との 交点 である
｡



OOAB と O PA B におて, 底辺 さ 共通 の AB
とすると 高 さは

O OAB の 高 さ 7 ∞ PAB の 高 さ

となっているから L OAB より OPAB の 方 が

面積 は 小 さい
｡ よって…

(4 )

L OAB = OOACTOOBC

で (2) より

OOAC = 18

OOBC = 9

であるから Q の x座標 は
180C

cm
'

9cm.
負 の 値 である

｡

l
.

Q は x 軸上にあるからら
Q の 座標 を (S , O ) とする

(-6,12 )

また ｡
Q を 通 り Y軸 と

α
E 平行 な 直線 をl とし

l と 直線 oA の 交点 を D
.

D (3, 3 ) l と直線 AB の 交点 を E

とする
Qs, 0 )



迫線 oA の 式 を Y =Ax ε する C , A E 6 , 12 ) を通 る

から

12 = - 6 a : a = - 2

よ ｡ て 直線 oA : Y = - 2x
.

点 D は 直線 oA : =- 2x 上 にあり x = s だから
Y = - 2 S : " D ( S . - 2 s
)mmm

点
E は 直線AB : ,上にあり“

E (s - st 6
)

～ sだ

Y = - S + 6

l
.

よて
(S-St6 ) DE = - St 6 - - 2s )

(-6,12 )

↓
= - S + 6 ← 2$

E
LS-2S) = St 6

m
⑦

ba

! OAD E において D E を
(3, 3 ) 底辺 としたときのは

6
T-st S - (-6 ) = St 6

um

(S, O )

よてOADE の 面積はは

I ( S+ 6 ) m
'

( St 6)mm = I ( s + 6 ) 2
DE 高 さ

これが OOAB = 27 cm
~
の 半分 になれば 良いので



I ( S + 6 ) ∠= ②7

⇒ $+ 6 )
s

= 27

=□ S
'

+ 12 S + 36 - 27 = 0

St 125 + 9 = 0 .

解 の 公式 より

S =
- 12 ±√R - 4 × 1 × 9

2

=

12 ± √ 144 - 36

)
1凸 =os

2
= 6√3

=

- 12 ± 6√3
2

= - 6 ± 33
.

点 Q の x 座標 が 一6 より 11 . ± " と
直線とは

D OA B を 2 等 分 にできないので 点 Q の x座標
は 一 6 より 大 きい ｡

よって
S

7 - 6 であるから“
S =

- 6 t 3√3

したがって
点
Q の x 座標は - 6 + 3 √3mm



点
OABF と OAD G に

⑦

おいて

共通 な 角 だから
LBAF = LDAG

ーの①
0

②

②

AET に 対 する 円周角
は等 しから

LABF = LAC E ー ②

線分 CE は LACB α=等分線 だから
LACE = LBCE ー ③

DA 11 BCより 錯角 が 等しから
LBCE = LADG ー④

②
.
③
. ④ より

LABF = LADG ー⑤
①

. ⑤ より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しので
OABF SOAD G (証明終わり )

( 2 )

7

の

ノ



OGAD EO GBC におて
ADI / BCより錯角 が 等しので

∠ GAD = LGBC 一 ⑦
LGDA = LGCB ー⑨

⑦. ① より2 組 の 角 がそれぞれ 等 ので
OGAD S OGBC

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AD : BC = GA : GB ー ⑤

ここで ( 1 ) より LADC = LACD だから OADC は
=等辺三角形

｡
よて

AD = AC より AD = 7cmm
⑥ より

GA : GB = 17 : 5
m～

AB = 6 cm より

AG = 6 x

7 +57
= 6 × 1
= ー27 cm
mm



”

～
～
;

(2 ) ① よりDGADS OGBC で ,相似比は 17 : 5 だから
GD : GC = 17 : 5
mm

( い )

⑦

X

X

n

DEFD と OEB C において (いより
LEDF = LE CB ー⑦

対頂角 は 等 しいから
LFED = LBEC

ー ⑩



⑦
.
① より 2組 の 角 がそれぞれ等 いので
OEFD CS LEBC

-

対応 する 辺 の 比 は 等 しいから
FD : BC = ED : EC

.

ー ⑤

ここで (いより O ABF ∞ DADG だから
AF :AG=

:界号
よって

7AF =望

::= 3 cm
～

したがと
FD = AD -AF

= 7 - 3

= 4 cm
mw

⑥ より
4 : 5 = ED : Eー ( ii )
FD : BCC

( ;) より D G =⑦
,
GC =⑤

(ii ) より D E =④
,
EC =⑤

と 書 くこととする
｡



ー
*

､
～

ロ

､
\

ロー
\

AD = ④+⑤= ⑨
AD = ⑦ +⑤ = ⑫

より

⑨= 回
ロを 4倍 ① を 3 倍 すると ⑪=⑪ だから

ー
⑯
回田 × 4

\
ω～

｡
ハ

5] × 4
l ∠

⑨ X3

ー

\
⑤.ハ
l ー
⑤ x3

よって EG =⑪ -⑮ -⑯
= ⑤

,



以上 より
DE = E G : GC = 16 : 5 = 15

～～

典

容
( , 60

.

て

い
A
\ 21

い B
M

L EAB は 一辺 が 4 cm の 正方形 である ｡ また
,
M は

AB の 中点 であるかから EMIAB である
｡

LEAM = 60. LAME = 90よりOEAM は 30- 60
"

- 90
の 直角三角形 なので

AM : AE : EM = 1 : 2 : 3

よて

型 EM = 1 に 3

EM = 23cmmmumm

したがて O EAM の 面積 は

I × 2 × 2√3 = 2Bcmmm



(2 )

議 蹊
正四角錐 P と 三角錐Q におて 底面 をそれぞれ
□ ABCD

,
O NAM とすると 高 さは 等 しいので

体積比 は 座面比 となる
D C

DABCD = 4 × 4

N .

=
= 16

ニ ONAM = I × 2 × 2
A い Q い B

M = 2

よって

DABCD : LNAM = 16 : 2

= 8 : 1

より

正四角錐 P : 三角錐 Q = 81
m



(3 )

点 E から □ ABCD に 垂線を

下3した足 を H とする

影 ⇒ H は A C 上 の 中点 である

… ロABCD が正方形 なので
…f

OABC は 45- 45- 90
"

の

直角=等辺 三角形 ｡よて

AB : BC : AC = 1 に 1 に昨

⇒ AI : AC = 1 に Ʃ

Hi は

"

学 :
: Ac = 4｢Ʃ am
～

の 中点であるから

AH = IAC

= 23cmmmm

よて □ EAH で 三平方 の 定理 より

EH =√ 42 - 2β( )
:

=√ 16 - 8

=よ

= 23 cm
～



したがて O NAM を 底辺 としたときの 三角錐 Q の

体積 は

I × 2 × 2 × 23 × B = cms
iu mm

mmONAM EH

OEAM を 店辺 としたときの 高 さを h cm とすると

三角錐 Q の 体積 は

OEAM × h ×

と 表 され ､これが cm となる () より

OEAM = 2√ 3cm だから

☆沿等､修藻照


